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国際経営研究所所長 照 屋 行 雄
迫 り来る21世 紀 は、個人 も企業 も国家 も、国際化の中での個 もしくは個
性 の確立が厳 しく求め られる時代 となる。生産 ・消費のボー ダレス化や生
活 ・文化のグローバル化が進展する社 会は、他方であ らゆる領域や レベ ル
での個性の確立を必要 とす るのである。
企業の場合 を例 に、 この個性の確立 について考えてみたい と思 う。企業
の個性 を確立す るということは、企業経営の自立 をはかることを意味す る。
経営の 自立は、企業経営 における自主、 自律 、 自尊の綜 合的所産である。
す なわち、意思決定 における自主性、企業行動 における自律性お よび経営
管理 における自尊性が確保 されることによって、企業経営の 自立が達成 さ
れ、企業の個性が確立するのである。
意思決定における自主性 とは、第一・に戦略思考に基づ く経営意思決定の
適時性 ・迅速性であ り、第二に有用な経営 ・財務情報に基づ く経営判断の
合理的な形成である。事情 に精通 した適切 な判断 と連続 した迅速 な決定が
確保 されなければ、生 き残 りをかけた新 しい時代 の企業戦線か ら脱落す る
ことになる。
また、企業行動 における自律性 とは、第 ・に意思決定者の高度な倫理性
と社会的責任の明確化であ り、第二 に地球資源の保全 ・再生思考に基づ く
環境共生の企業行動 スタイルである。 自社の非行や不祥事に対す る抑止装
置を整備で きない企業や責任の所在 を明確 にで きない経営 は、 グローバル
時代 にあってはその社会的存 立基盤 を失 うことになる。
そ して、経営管理 における自尊性 とは、第一一に白社が年月をかけて形成
した経営Lの 強み(コ ア ・コンピタンス)を 生かす こ とであ り、第二に自
社の社会的貢献 に全ての構成員が 自信 と誇 りを保持することである。 自社
の経営 に自信 と誇 りをもつ ことによって、自社の強みをより正 しく認識 し、
生かすことができるのである。
この ように自主、 自律、 自尊の経営 を目指すことによ り、企業経営の 自
立が達成 されるといえよう。経営 の自立が達成 された企業 にあっては、企
業それ 自体の個 もしくは個性が確立す ることとなる。国際化が進展 してい
る状況の中で、企業が勝者 として生 き残 り、 しか も長期 にわたって発農 し
てい くためには、個性ある経営体 としての企業 をつ くり上 げることが強 く
求め られる。
企業の個性 を確立 し、国際化の もたらす各種の世界標準(グ ローバル ・
ス タンダー ド)と の調和 をいかに合理的にはかってい くかが、21世 紀 を迎
える我が国企業経営者並びに他の構成 員に課せ られた大 きな責務 といわな
ければな らない。
